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① １文字ごとに文字認識

②文字を連結して単語を推定

“School”

昨日発表

本発表

辻智彦, 岩村雅一, 黄瀬浩一:

“リアルタイム単語認識技術を利用した
カメラベース情報取得システム”
(PRMU2009-216)



従来手法の長所
（MIRU2009/CBDAR2009にて発表）

ノートPCで動作可能

斜め４５度から認識可能
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Aアフィン変換

パラメータ

独立変倍 シアー 回転 拡大・縮小

紙面の姿勢 文字の姿勢
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データベース
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最大100フォント

従来手法と
提案手法を比較
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